
東海連合支部から「第 41 回オンライン交流会」のご案内です。 

＊会員がプレゼン、その後参加者間で意見交換し交流をはかります。＊ 

今回のプレゼンターは、愛知支部の木村氏です 

NHK 大河ドラマ「豊臣兄弟！」の生誕地「尾張の国中村村」に居を構えた 

中村家の 6 代目が、代々伝わる話から新しい事実などのウラ話を聞かせてくれます。 

全国会員そして学生の皆さんの、ご参加をお待ちしています。 

  

＊開催日 6 月 21 日（日）18:00～20:00 

＊テーマ：【地元民が語る。大河ドラマ「豊臣兄弟！」のウラ話】 

＊プレゼンター：木村謙之氏（愛知支部 60W） 

【話の概要】 

  私（木村謙之）は代々、豊臣兄弟の生誕地とされる「尾張の国 中村村」  

 （現在の名古屋市中村区中村町）に居を構えた”木村家”の６代目です。初代 

 は約１８０年以上前の江戸時代 弘化以前（１８４４年）まで遡ることに 

 なります。当方の裏の”木村家”は当方の本家で、またその裏の”木村家”が更 

 に本家となり、恐らく更に２００年程遡ることとなります。この地域は代々 

 木村家が住んでおり、現在も木村家だらけ（遡れば皆、親戚？）です。 

  豊臣兄弟については、その出身身分から一次史料は非常に乏しく、未だ 

 不明確な点が多くあります。 

 親からいろいろ伝え聞いている伝承もあります。その内容と最近判明して 

 きた新事実、現在の放送中の大河ドラマとの差異？について、ご紹介したい 

 と思います。 

********* 

＊Zoom によるオンライン開催 

＊申し込み 東海連合支部交流会幹事  

      二宗光文（４６M） nishu@post.email.ne.jp 

     ・氏名、卒業年、学科、支部名明記で（学生の場合は氏名、学科、学年） 

  ・締め切りは 6 月 20 日（土） 

  ・後日、接続情報を連絡します 
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